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球磨川

川辺川

○扇状地／干拓で広がった低平地
○山間狭窄部の出口で大きく湾曲
河床勾配：約1/7,000

○約43kmの長区間にわたる山間狭窄部
○河床勾配：約1/300～1/1,000

○本川とほぼ同規模の流域面積を持つ最大支川
川辺川が合流

○河床勾配：1/500～1/700

○盆地を貫流後、山間狭窄部へ流下

①下流(河口)部

②下流(平野)部

水衝部

扇状地

八代市街地

③中流(山間狭窄)部

散在する
集落

⑥源流(山地)部

山間狭窄部の出口

人吉市街部

山間狭窄部
の入口

④上流(盆地)部

ＪＲ肥薩線

○八代海の干満の影響を受け干潟を形成
○球磨川源流：熊本県球磨郡

水上村銚子笠(1,489m）

銚子笠
市房山

国道２１９号

⑤上流(盆地)部

、

流域の概要 球磨川水系
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▲

山間狭窄部

川辺川合流点

球磨盆地の出口

山間狭窄部の出口

人吉市街地

▲

低平地

水衝部

（山間狭窄部の入口）

主要都市

流 域 界

川辺川流域

球磨川上流域

凡 例

流域外の
浸水想定区域

球磨川流域

○流域の地形は、下流部の「河口部」「平野部」、中
流部の「山間狭窄部」、上流部の「盆地部」、「源流
部(山地)」に大別。

○人吉盆地で支川川辺川が合流。
○盆地部の末端において川幅が絞られ、その後、山

間狭窄部を流下。
○山間狭窄部を抜けると扇状地が広がり、扇頂付近

で流路が北から西へ変化し、河口に至る。
○多くの急流支川が人吉・球磨盆地に流入しており、

山地部に降った雨がすり鉢状の盆地に集まる地形
となっているため、繰り返し洪水被害が発生。



等雨量線図

中流域に強い雨域が集中

凡例（㎜）

レーダー雨量

令和２年７月豪雨
２４時間雨量

時間30mmを超える激しい雨が約8時間にわたって連続
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（7月4日 6時頃 気象庁ＨＰより）

天気図

人吉

横石

〇梅雨前線が九州北部地方まで北上し、低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、球磨川流域では線状降水帯が形成され時間雨量
30mmを超える激しい雨が約８時間にわたって連続して降り続いた。特に中流域に強い雨量が集中しており、基準地点上流域の流域平均雨量は人吉
上流で12時間322mm、横石上流で12時間346mmを記録。

２．主な洪水と治水対策 河川整備基本方針策定以降の治水対策について 球磨川水系球磨川水系令和２年７月豪雨について - 降雨 -

観測史上最大
約322mm/12h

年最大12時間雨量の経年変化（人吉上流域）

河川整備基本方針（現行）策定

工事実施基本計画策定

河川整備基本方針(現行)の計画降雨量262mm/12hr

観測史上（６８年間）で最大となる雨量を記録

観測史上最大
約346mm/12h

年最大12時間雨量の経年変化（横石上流域）

河川整備基本方針（現行）策定

工事実施基本計画策定

河川整備基本方針(現行)の計画降雨量261mm/12hr

観測史上（６８年間）で最大となる雨量を記録



○ 気象研究所において、令和２年７月３日～４日の熊本県を中心とした大雨について、近年（過去40年）の気温上昇量を除去し
た事例と除去しない事例について、高解像度の気象モデルを用いた再現実験を速報的に実施。

○ この結果、近年の気温上昇量を除去した実験に比べ、除去しない実験のほうが降水量が多くなったことから、熊本県を中心と
した大雨において、近年の気温上昇によって降水量が増加した可能性を示唆。

○ なお、気象庁の発表としては、今回の一連の大雨（令和２年７月豪雨）では、地球温暖化の進行に伴う長期的な大気中の水蒸
気の増加により、降水量が増加した可能性があると言及。

出典： 令和２年８月20日気象庁 報道発表「令和２年7月の記録的大雨や日照不足の特徴とその要因について」

４８時間降水量の期間最大値（期間：令和２年７月３日～３１日）

（左図）令和２年７月４日３時の解析雨量による１時間降水量、気象庁メソ客
観解析による200hPa 面の等高度線、等風速線と風）の分布

（右図）気象庁メソ客観解析による950hPa 面（高度500m 付近）の水蒸気流
入量、海面気圧と風の分布

○梅雨前線が九州から東日本太平洋側に停滞する中、令和２年７月４日３時
頃には上空の気圧の谷の影響を受けて前線上に形成された低気圧が九州
北部に進んだ。

○この低気圧に向かって、東シナ海からの非常に湿った空気と太平洋高気圧
の縁に沿った湿った空気の流れ込みが強まり、大量の水蒸気が熊本県や
鹿児島県に流入し、下層だけでなく上空も湿潤な状態となった。九州では上
空の気温は平年よりもやや高かったものの、下層の水蒸気量が「平成30 年
７月豪雨」時と同程度と大きく、大気の状態が非常に不安定となっていた。

球磨川水系【参考】近年の気温上昇が令和2年7月豪雨に与えた影響
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〇球磨川本川では、河口から約１３ｋｍに位置する横石観測所（八代市）、中上流部及び支川川辺川（国管理区間）の各水位観測所において、計画高水
位を超えるとともに、人吉水位観測所などでは戦後最大の洪水被害をもたらした昭和４０年７月洪水や昭和５７年７月洪水を上回る水位を記録。

○渡観測所及び人吉観測所では、計画高水位を超過後に欠測。

位置図

はん濫注意水位 6.00m

水防団待機水位 5.00m
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： 観測所実績値柳瀬観測所(国) <川辺川 2.27km> ：観測所実績値
（テレメータ）

7/3 7/4

令和２年７月豪雨について - 水位 - 球磨川水系

はん濫危険水位 8.70m

はん濫注意水位 6.00m

水防団待機水位 5.00m

計画高水位 11.33m

 12.88 (07:30)

避難判断水位 7.60m
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渡観測所(国) <球磨川 52.64km>

：観測所実績値
（テレメータ）

7/3 7/4

7:30以降欠測

はん濫危険水位 3.40m

はん濫注意水位 3.00m

水防団待機水位 2.00m

計画高水位 4.07m

避難判断水位 3.20m
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18:0018:00 0:00 6:00 12:00
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： 観測所実績値

： ロガーデータ
人吉観測所(国) <球磨川 62.17km>

：観測所実績値
（テレメータ）
：ロガーデータ

8:30以降欠測

はん濫注意水位 5.50m

水防団待機水位 4.50m

計画高水位 10.52m
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横石観測所(国) <球磨川 12.77km>

：観測所実績値
（テレメータ）

7/3 7/4

7/3 7/4

※柳瀬水位観測所は、S26.7より自記観測開始

※人吉水位観測所は、S26.11より自記観測開始
※R2.7洪水：ロガーデータにより水位を補完

：7月4日8:30以降欠測

※渡水位観測所のS40.7は普通観測値。
                  S54.4より自記観測開始

※R2.7洪水：7月4日7:30以降欠測

※本資料の数値は「速報値」
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球磨川：横石地点 約12,600m3/s
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球磨川：人吉地点

約7,400m3/s
約7,900m3/s

〇基準地点人吉及び横石における推定最大流量は約7,900m3/s、約12,600m3/sであり、基本高水のピーク流量7,000m3/s、9,900m3/sを
上回った。
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横石

渡

人吉

柳瀬

一武

位置図

２．主な洪水と治水対策 河川整備基本方針策定以降の治水対策について 球磨川水系球磨川水系令和２年７月豪雨について - 流量 -

観測
所名

河川名
実績再現

ピーク流量
（m3/s）

流出解析結果（m3/s）

氾濫戻し
流量

市房ダム・
氾濫戻し流量

柳瀬 川辺川 約３，４００ 約３，４００ 約３，４００

一武 球磨川 約３，３００ 約３，３００ 約３，８００

人吉 〃 約７，０００ 約７，４００ 約７，９００

渡 〃 約８，４００ 約９，８００ 約１０，４００

横石 〃 約１１，２００ 約１２，０００ 約１２，６００

観測所毎のピーク流量算出結果

※渡地点の実績再現ピーク流量は、氾濫解析により求めた ピーク流量に基づき推定しているが、横石地
点は実績 ピーク水位から推定するなど、それぞれの算出方法が 異なっているため、実績再現ピーク流量
と氾濫戻し流量との関係性が上下流で整合していない。

【参考】
球磨川水系河川整備基本方針の概要
（H19.5策定）
【計画諸元】
基準地点 ：人吉、横石
計画規模 ：人吉1/80、横石1/100
計画降雨量 ：262mm/12時間（人吉）

261mm/12時間（横石）
基本高水のピーク流量：

7,000m3/s（人吉）
9,900m3/s（横石）

基本高水のピーク流量
9,900m3/s

基本高水のピーク流量
7,000m3/s
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〇球磨川本川上流域の被害は比較的少ないが、支川川辺川合流点付近から球磨川中流部では至る所で浸水被害や家屋倒壊
が発生し、約１，０２０ｈａ・約６，１１０戸 の浸水被害を確認。

〇支川川辺川においても、約１３０ｈａ・約１７０戸（柳瀬橋上流）の浸水被害が発生（熊本県調査結果による）。
〇球磨川直轄管理区間では、２箇所の堤防決壊が発生し、橋梁１４橋の流失など国道や鉄道などの甚大な被害も発生。
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球

深水橋流失(13k300付近)

堤防決壊(左岸55k000付近)

西瀬橋流失(59k600付近)

球磨川第一橋梁流失(24k300付近)

鎌瀬橋流失(25k200付近)

天狗橋流失(56k000付近)

沖鶴橋流失(54k600付近)

相良橋流失(52k800付近)

球磨川第四橋梁流失(66k200付近)

大瀬橋流失(41k000付近)

神瀬橋流失(37k300付近)

球磨川第二橋梁流失(52k500付近)

坂本橋流失(16k900付近)

松本橋流失(43k000付近)

堤防決壊(右岸56k400付近)

新村橋流失(1k200付近)
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⑦ ⑥
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② ③
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令和２年７月豪雨について - 流域の被害状況 - 球磨川水系

洪水痕跡

過去に宅地かさ上げした家屋が４ｍ程度浸水
（芋川地区）

坂本支所周辺の家屋等は軒下まで浸水

球磨川右岸から約50m離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区） 球磨川右岸56k400付近での堤防決壊

西瀬橋の流失

氾濫流が人吉市街部を流下し
青井阿蘇神社の禊橋の鳥居も水没

提供：人吉市民

7月4日午前撮影

洪水痕跡

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

ＪＲ坂本駅

坂本支所



市町村別犠牲者数

全体 うち
球磨川流域

球磨村 25 25

人吉市 20 20

芦北町 11 1

八代市 4 4

津奈木町 3 0

山鹿市 2 0

合計 65 50
※犠牲者数については、熊本県災害対策本部会
議資料（熊本県警察本部提供資料）を基に記載。
※球磨川流域の犠牲者数については、熊本県災
害対策本部資料（熊本県警察本部提供資料）の
「住所」と「死因」等から推測

犠牲者（球磨川流域50名）
年齢構成

○令和２年７月豪雨による県内の犠牲者は６５名。その内、球磨川流域の犠牲者は５０名と推測され、全体の７７％を占める。

○死因は、４９名が溺死（疑いも含む）、１名が多発外傷。市町村別では、球磨村が最も多く２５名。人吉市が２０名。

○犠牲者は、６５歳以上の高齢者が８６％。また、７５歳以上の高齢者が７０％（３５名）。
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令和２年７月豪雨について - 人的被害の状況 - 球磨川水系

○球磨川流域の犠牲者（５０名）の発生場所の状況※については下図のとおり。
○人吉市の犠牲者（２０名）は、概ね浸水範囲と一致し、浸水範囲が広い右岸側に集中。

※発生場所については、熊本県災害対策本部会議資料（熊本県警察本部提供資料）の「住所」に基づき集計したものを記載。
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【球磨村被害状況】
※渡地区は除く
浸水面積：約 5ha
浸水戸数：約160戸

【八代市被害状況】
※坂本町以外も含む
浸水面積：約30ha
浸水戸数：約520戸

【芦北町被害状況】
浸水面積：約 5ha
浸水戸数：約 60戸

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

令和２年７月豪雨について - 被害状況（中流部） - 球磨川水系

○球磨川の中流部（9km付近から52km付近）に位置する八代市坂本町から芦北町及び球磨村にかけて約４０ｈａに及ぶ浸水被
害が発生し、約７４０戸の浸水が確認。

○この区間のほとんどは山間狭窄部であり、氾濫流による家屋倒壊も確認。

P9

P10

P11
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中谷橋

坂本橋

○

○

球磨川

中谷川

八代市坂本支所

松崎

○ １６ｋ

○ １７ｋ

坂本駅

小崎辻

油谷川

凡例

浸水範囲

橋梁流失

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示

○中流部で山間狭窄部の八代市坂本町では、宅地かさ上げを実施した箇所においても浸水し、洪水流により橋梁上部工が
流失するなど未曾有の被害が発生。

1

2
写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

瓦の飛散

洪水痕跡

洪水痕跡

過去に宅地かさ上げした家屋が３ｍ程度浸水
（坂本地区）

３ｍ程度浸水したＪＲ坂本駅

令和２年７月豪雨について - 被害状況（八代市坂本町） - 球磨川水系

写真①

写真②
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坂本中学校

球磨川

○ １９ｋ

道の駅坂本

○

藤本

大門

○ １８ｋ

合志野

藤本発電所
（跡地）

○

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を
概略で図示。

○中流部で山間狭窄部の八代市坂本町では、宅地かさ上げを実施した箇所においても浸水し、洪水流により橋梁上部工が
流失するなど未曾有の被害が発生。

3

4

凡例

浸水範囲

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真④

写真③
球磨川

道の駅坂本

過去に宅地かさ上げした家屋も3ｍ程度浸水
（大門地区）

令和２年７月豪雨について - 被害状況（八代市坂本町） - 球磨川水系

瓦の飛散

軒下2.5m程度浸水した道の駅坂本
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球磨川

球磨村役場

球磨橋

芋川

中園

田頭

○

友尻中園川
○ ４８ｋ 一勝地駅

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

6

5

7

凡例

浸水範囲

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真⑥

写真⑤

洪水痕跡

写真⑦

過去に宅地かさ上げした家屋が２～３ｍ程度浸水
（一勝地地区）

洪水流が橋を乗り越え、高欄が欠損した球磨橋

過去に宅地かさ上げした家屋が４ｍ程度浸水
（芋川地区）

○中流部で山間狭窄部の球磨村一勝地周辺では、宅地かさ上げを実施した宅地も浸水する未曾有の被害が発生。

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村一勝地周辺） - 球磨川水系

洪水痕跡
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温泉くま村湯の駅

千寿園

球磨村
総合運動公園

人吉市役所
（カルチャーパレス）

青井阿蘇神社

人吉中央温泉病院

堤防決壊
56k400右岸 人吉市

山江村 相良村

球磨村

堤防決壊 
55k000左岸

【人吉市街地被害状況】
浸水面積：約 518ha
浸水戸数： 4,681戸

【球磨村渡周辺被害状況】
浸水面積：約 70ha
浸水戸数：約130戸

相良橋流失
沖鶴橋流失 西瀬橋流失

球磨川第二
橋梁流失

水の手橋下流

ヘリ調査及び熊本県調査
による浸水範囲

球磨村渡地区家屋

人吉市街地家屋

○球磨村渡地区から人吉市街部にかけて、約５９０ｈａに及ぶ浸水被害が発生し、４，８１１戸の家屋等の浸水が確認。
○氾濫流の影響により、山間狭窄部入り口付近となる球磨村渡地区から人吉市下薩摩瀬町（約59km）付近において、家屋

倒壊も確認。

天狗橋流失
人吉市街地家屋

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村渡地区・人吉市街部）- 球磨川水系

P13

P14

P15



13国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

1

2

凡例

浸水範囲

橋梁流失

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真②

写真①

球磨川右岸から約５０ｍ離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区）

球磨川右岸から約50m離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区）

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村渡地区） - 球磨川水系

○山間狭窄部の入り口である球磨村渡地区では、約７０ｈａ、約１３０戸に及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も 確認。
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➞

球磨川

○ ５８ｋ○

福川

出水川

頭無川

○ ５９ｋ 鹿目川

西瀬橋

永野川

○

万江川

繊月大橋

熊本県調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

○人吉市街部において、約５１８ｈａ、４，６８１戸にも及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も発生。

3

凡例

浸水範囲

橋梁流失

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

令和２年７月豪雨について - 被害状況（人吉市街部） - 球磨川水系

写真③

堤防の損傷と氾濫流による家屋倒壊が発生
（人吉市下薩摩瀬町）
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山田川

人吉出張所

○

球磨川

○ ６０ｋ○

○ ６１ｋ

繊月大橋

人吉大橋

人吉橋

胸川水の手橋

○
4

5

凡例

浸水範囲

写真番号No.

熊本県調査により確認された浸水範囲を概略で図示。
※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真⑥

写真④ 7月4日午前撮影

提供：人吉市民

写真⑤

水の手橋

洪水痕跡

洪水痕跡
洪水痕跡

氾濫流が人吉市街部を流下し
青井阿蘇神社の禊橋の鳥居も水没

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

堤防を２m程度上回る高さに洪水痕跡を確認
（水の手橋下流右岸）

令和２年７月豪雨について - 被害状況（人吉市街部） - 球磨川水系

6

○人吉市街部において、約５１８ｈａ、４，６８１戸にも及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も発生。
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block No
平均浸水深

(m)

1 4.6

2 3.9

3 1.7

4 2.0

5 4.5

6 4.7

7-1 2.4

7-2 1.7

8 2.2

9 1.0

10 1.4

11 1.3

合計 2.8

写真27

1

2

3

4

6

8
10

7-1

9
11

5

7-2

表 ブロック毎の平均浸水深

山
田
川→

球磨村

人吉市

※洪水痕跡調査など浸水区域・浸水深調査結果より、今次出水の浸水深を推定。

球磨地域振興局

人吉市役所

人吉市役所
（仮庁舎）

人吉浄水苑

青井阿蘇神社

令和２年７月豪雨について - 浸水範囲・浸水深（球磨村～人吉市街部） - 球磨川水系

○山間狭窄部の入口に位置する球磨村渡地区付近から万江川の合流部までの区間は、平均水深が２～５ｍと深くなっている。

○万江川合流点から上流の人吉市街部は１～２ｍ程度の平均浸水深となっているが、万江川合流部や山田川合流部及び球磨
川沿いの浸水深が大きくなっている。

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用



本支川合流部の水位低下の模式図（山田川）

本川堤防高

今次洪水水位

バックウォーター現象による氾濫

堤防高以下に
水位を下げる

山田川 球磨川

T.P.107.8m

※万江川、胸川なども同様

治水対策後の水位

900m～1000m程度

本支川合流部の標高（山田川） 推定される越水方向

浸水箇所
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堤防高＞水道局痕跡水位

堤防高＜水道局痕跡水位

痕跡水位

堤防高＞本川水位

堤防高＜本川水位

山田川（五十鈴橋上流右岸）

0K500付近

下林排水桶管
0K825付近

堤防天端浸水なし 堤防天端浸水

7/4 9:407/4 6:31

万江川（下林排水樋管（左岸）

○人吉市街部では、本川からの氾濫に加え、本川の水位上昇により、万江川、山田川、胸川などの支川の水位も上昇。その結果、
洪水が流れにくくなるバックウォーター現象が発生し、支川からの氾濫も発生。

〇一方で各支川のバックウォーター区間より上流側では、洪水は河道内を概ね流下（一部区間を除く）。

令和２年７月豪雨について - 支川の氾濫形態（人吉市街部） - 球磨川水系

浸水箇所
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